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１．目的： 本調査では茨城県つくば市を対象として，土 

地利用とポイ捨てゴミの分布パターンの関係を考察 

する．また，GIS を用いて密度分析を行い，ポイ捨て 

ゴミが集積しやすい土地利用を明らかにすることを 

目的とする． 

２．対象地域： 調査範囲は駅周辺の商業集積地区を 

中心として，吾妻１～３丁目,天久保１丁目，東新井, 

竹園１・２丁目を対象とした. 

３．手法： ゴミがどういった場所に集積しているか，落ち 

ているゴミの種類はどういったものか，といった事を 

GPS とフィールドノートを用いて記録した．なお図の 

ベースマップはゼンリンの ZMAP を利用した.調査は 

11 月 28 日(土)と 11 月 29 日(日)に行った. 

４．結果・考察： 図１はつくば市におけるポイ捨てゴミの

分布を,図２はポイ捨てゴミの密度を示している.ポイ

捨てゴミは商業・業務地といった、人の多く集まる場

所や交通量の多い道路に密集する傾向が見受けら

れる.つくば駅周辺や公園にゴミが落ちていないの

は,清掃業者が頻繁に清掃を行っている為である.ま

た,駐車場や荒れ地,水路や建物と建物の隙間など,

人の目の死角となる場所にゴミが多く捨てられてい

たので,これらはゴミを集積する因子と考える事がで

きる.この因子が集中する土地利用になると,ゴミの集

積量もこれに比例して多くなる傾向がある.

 

図１： つくば市におけるポイ捨てゴミの分布 

（ZMAP および現地調査より作成） 

図 2： つくば市におけるポイ捨てゴミの密度 

（ZMAP および現地調査より作成） 


